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ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
法
的
規
制
の
シ
ス
テ
ム

（
１
）
ラ
ブ
ホ
テ
ル
営
業
規
制
の
歴
史

風
俗
営
業
に
つ
い
て
は
、
戦
前
及
び
終
戦
直
後
、

警
視
庁
令
を
は
じ
め
と
す
る
庁
府
県
令
に
よ
り
、
公

安
・
風
俗
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
衛
生
上
の
見
地
か

ら
も
広
範
囲
な
取
締
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
新
憲
法
下
で
制
定
さ
れ
た
旧
警
察
法
（
昭
和

22
年
法
律
１
９
６
号
）で
は
、従
来
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
行
使
さ
れ
て
き
た
警
察
の
権
限
を
、
犯
罪
予
防
と

い
う
警
察
本
来
の
役
割
に
限
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と

の
考
え
方
か
ら
、
規
制
対
象
と
な
っ
て
い
た
風
俗
営

業
の
一
部
が
、
食
品
衛
生
法
、
旅
館
業
法
、
公
衆
浴

場
法
等
の
守
備
範
囲
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦

後
最
初
の
風
俗
営
業
規
制
立
法
と
な
る
風
俗
営
業
取

締
法
（
昭
和
23
年
法
律
１
２
２
号
）
で
は
、
犯
罪
の

温
床
と
な
り
や
す
い
①
待
合
、
料
理
店
、
カ
フ
ェ
ー

そ
の
他
客
席
で
客
の
接
待
を
し
て
客
に
遊
興
又
は
飲

食
を
さ
せ
る
営
業
、
②
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
そ
の
他
設
備
を
設
け
て
客
に
ダ
ン
ス
を
さ
せ
る
営

業
、
③
玉
突
場
、
ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
そ
の
他
設
備
を
設

け
て
客
に
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊
技
を

さ
せ
る
営
業
の
３
業
種
の
み
が
当
初
の
規
制
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
風
俗
営
業
の
内
容
の
多
様
化
、
新
た
な

形
態
の
風
俗
営
業
の
出
現
に
伴
っ
て
、
数
次
の
改
正

に
よ
り
規
制
対
象
営
業
が
、
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い

き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
昭
和
29
年
法
律
第
95
号
）
附
則
54
項
及
び

55
項
に
よ
る
風
俗
営
業
取
締
法
の
改
正
で
、
ぱ
ち
ん

こ
屋
が
風
俗
営
業
と
明
確
に
規
定
さ
れ
、
風
俗
営
業

取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
34
年
法
律

第
２
号
）
に
よ
り
、題
名
を
「
風
俗
営
業
等
取
締
法
」

に
改
正
す
る
と
と
も
に
、
当
初
の
規
制
対
象
で
あ
る

３
種
の
風
俗
営
業
は
、
新
た
な
業
態
を
加
え
７
つ
に

〜公共政策立案に必要な法的知識の修得を目指して〜
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連
載

今
回
の
ポ
イ
ン
ト

風
営
法
は
、
し
ば
し
ば
、
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
で
も
そ
の
抵
触
関
係
が
問
題
と
さ
れ
る
法
律

で
す
。
今
回
は
、
そ
の
抵
触
関
係
を
検
討
す
る
う

え
で
必
要
と
な
る
風
営
法
に
よ
る
ラ
ブ
ホ
テ
ル
規

制
の
歴
史
、そ
し
て
、最
近
、大
き
な
改
正
の
あ
っ

た
規
制
対
象
と
な
る
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
範
囲
に
つ
い

て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。15
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分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
風
俗

営
業
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
41

年
法
律
第
91
号
）
に
よ
り
、
個
室
付
き
浴
場
業
、
ス

ト
リ
ッ
プ
劇
場
等
の
営
業
が
新
た
に
規
制
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

前
記
の
よ
う
に
、
風
営
法
の
規
制
対
象
が
広
が
っ

て
い
く
中
で
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
営
業
は
、
昭
和
40
年
代

に
は
い
っ
て
も
規
制
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。（

1
（

し
か
し
、
こ
の
頃
か
ら
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
発
達
に
よ
り
、
欧
米
に
お
い
て
自
動
車
旅
行
者

の
宿
泊
所
と
し
て
発
達
し
た
モ
ー
テ
ル
が
、
専
ら
異

性
を
同
伴
す
る
客
に
利
用
さ
れ
る
形
で
急
激
に
増
加

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
モ
ー
テ
ル
付
近
一
帯
の
地

域
で
は
、
派
手
派
手
し
い
広
告
に
よ
り
地
域
の
静
穏

な
住
環
境
が
阻
害
さ
れ
、
異
性
を
同
伴
す
る
利
用
者

に
と
っ
て
醸
成
さ
れ
る
特
殊
な
雰
囲
気
の
た
め
に
、

地
域
住
民
の
日
常
生
活
環
境
に
与
え
る
悪
影
響
を
無

視
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
環

境
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
好
ま
し
く
な
い
影

響
を
及
ぼ
す
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
当
該
モ
ー
テ
ル

自
体
の
構
造
で
し
た
。
利
用
に
お
い
て
他
者
と
の
接

触
が
な
く
、
独
立
的
か
つ
密
室
的
構
造
の
た
め
、
性

犯
罪
を
は
じ
め
各
種
の
犯
罪
を
誘
発
、
助
長
す
る
危

険
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
風
俗
営
業
等
取
締
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
47
年
法
律
91
号
）

に
よ
り
、
善
良
な
風
俗
の
保
持
の
観
点
か
ら
モ
ー
テ

ル
営
業
に
対
す
る
規
制
が
よ
う
や
く
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
規
制
の
対
象
を
「
個
室
に
自
動
車

の
車
庫
が
個
個
に
接
続
す
る
施
設
で
あ
っ
て
総
理
府

令（
2
（

で
定
め
る
も
の
を
設
け
、
当
該
施
設
を
異
性
を
同

伴
す
る
客
の
宿
泊
（
休
憩
を
含
む
。）
に
利
用
さ
せ

る
営
業
」
と
し
た
上
で
、
こ
れ
が
営
ま
れ
る
こ
と
に

よ
り
清
浄
な
風
俗
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す

る
必
要
の
あ
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
の
条
例
で
定

め
る
地
域
に
お
い
て
は
、
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
と

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
営
業
の
規

制
は
単
純
な
営
業
規
制
で
は
な
く
、
特
殊
構
造
を
有

す
る
施
設
の
行
う
営
業
規
制
と
し
て
そ
の
歴
史
が
は

じ
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
は
、
実
質
的
改
正
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
法
に
定
め
る
モ
ー
テ
ル
の
規
制
を
逃
れ
る
た
め

規
制
対
象
と
な
る
構
造
的
基
準
に
該
当
し
な
い
類
似

モ
ー
テ
ル
等
の
出
現
に
よ
り
、
住
環
境
、
教
育
環
境

が
悪
化
す
る
事
態
が
生
じ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
新
た
に
出
現
し
た

性
風
俗
産
業
を
含
め
て
規
制
対
象
の
範
囲
を
拡
大

し
、
十
分
な
実
効
性
を
期
す
た
め
、
風
俗
営
業
等
取

締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
59
年
法
律
第

76
号
）
に
よ
り
、
風
営
法
の
大
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、「
風
俗
営
業
等
取
締
法
」か
ら「
風

俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
」
へ
題
名
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ま
で
な
か
っ
た
目
的
規
定
が
置
か
れ
、「
こ
の
法

律
は
、善
良
の
風
俗
と
清
浄
な
風
俗
環
境
を
保
持
し
、

及
び
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
行
為
を

防
止
す
る
た
め
、
風
俗
営
業
及
び
風
俗
関
連
営
業
等

に
つ
い
て
、
営
業
時
間
、
営
業
区
域
等
を
制
限
し
、

及
び
年
少
者
を
こ
れ
ら
の
営
業
所
に
立
ち
入
ら
せ
る

こ
と
等
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、
風
俗
営
業
の
健
全

化
に
資
す
る
た
め
、
そ
の
業
務
の
適
正
化
を
促
進
す

る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
規

定
さ
れ
ま
し
た
（
法
１
条
）。

昭
和
59
年
の
大
改
正
で
は
、
従
来
の
モ
ー
テ
ル
、

ラ
ブ
ホ
テ
ル
、
レ
ン
タ
ル
ル
ー
ム
等
の
営
業
を
含
め

風
俗
関
連
営
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
専
ら
異

性
を
同
伴
す
る
客
の
宿
泊
（
休
憩
を
含
む
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。）
の
用
に
供
す
る
政
令
で
定

め
る
施
設
（
政
令
で
定
め
る
構
造
又
は
設
備
を
有
す

る
個
室
を
設
け
る
も
の
に
限
る
。）
を
設
け
、
当
該

施
設
を
当
該
宿
泊
に
利
用
さ
せ
る
営
業
」
と
し
て
定

義
さ
れ
ま
し
た
（
法
２
条
４
項
３
号
、
現
行
の
風
営

法
で
は
、
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
と
し
て
２
条
６

項
４
号
に
定
義
さ
れ
て
い
る
）。
そ
し
て
、「
風
俗
営

業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
」（
昭
和
59
年
政
令
第
３
１
９
号
）
３
条
に

お
い
て
、
施
設
・
構
造
・
設
備
の
具
体
的
詳
細
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
営
業
に
当
た
っ
て
は
、

公
安
委
員
会
へ
の
届
出
制
を
採
用
し
（
法
27
条
）、
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接
し
な
い
で
そ
の
利
用
す
る
個
室
に
入
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
（
令
３
条
１
項
２
号
ホ
）
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
設
備
要
件
と
し
て
、
客
が
従
業
者
と
面
接
し

な
い
で
当
該
料
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
設
備

（
令
３
条
３
項
２
号
ロ
）
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
４
）
現
行
風
営
法
に
よ
る
規
制
対
象
と
な
る
ラ
ブ

ホ
テ
ル
営
業

で
は
、
平
成
22
年
改
正
政
令
の
も
と
、
規
制
対
象

と
な
る
ラ
ブ
ホ
テ
ル
営
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。
風
営
法
は
、「
専
ら
異
性
を
同
伴
す

る
客
の
宿
泊
（
休
憩
を
含
む
。）
の
用
に
供
す
る
政

令
に
定
め
る
施
設
（
政
令
で
定
め
る
構
造
又
は
設
備

を
有
す
る
個
室
を
設
け
る
も
の
に
限
る
。）
を
設
け
、

当
該
施
設
を
当
該
宿
泊
に
利
用
さ
せ
る
営
業
」
と
定

義
し
て
い
ま
す
（
法
２
条
６
項
４
号
）。

し
た
が
っ
て
、こ
の
営
業
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、

政
令
で
定
め
る
施
設
で
あ
っ
て
（
施
設
要
件
）、
そ

の
構
造
（
構
造
要
件
）
又
は
設
備
（
設
備
要
件
）
を

有
す
る
個
室
を
設
け
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
営

業
の
形
態
と
し
て
は
、
レ
ン
タ
ル
ル
ー
ム
、
モ
ー
テ

ル
及
び
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
３
種
類
に
な
り
ま
す
（
図

11-

１
参
照
）。

こ
の
う
ち
、
政
令
で
定
め
る
施
設
と
は
、
①
レ
ン

タ
ル
ル
ー
ム
そ
の
他
個
室
を
設
け
、
当
該
個
室
を
専

ら
異
性
を
同
伴
す
る
客
の
休
憩
の
用
に
供
す
る
施
設

（
令
３
条
１
項
１
号
）、
②
宿
泊
（
休
憩
を
含
む
）
に

供
す
る
施
設
の
う
ち
、
食
堂
又
は
ロ
ビ
ー
の
床
面
積

学
校
等
の
一
定
の
施
設
の
周
囲
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の

区
域
内
で
の
営
業
や
、
都
道
府
県
が
委
任
条
例
で
定

め
た
地
域
内
で
の
営
業
を
禁
止
し（

3
（

（
法
28
条
１
項
、

２
項
）、
ま
た
、
都
道
府
県
が
条
例
で
営
業
時
間
を

制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
同

条
４
項
）。

な
お
、
風
俗
営
業
に
つ
い
て
は
公
安
委
員
会
に
よ

る
許
可
制
を
採
用
し
て
い
る
の
に
、
風
俗
関
連
営
業

（
現
在
の
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
）
が
届
出
制
と

さ
れ
た
の
は
、
前
者
に
比
較
し
て
後
者
の
弊
害
が
小

さ
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、
後
者
は
、
専

ら
性
を
商
品
化
し
て
営
業
の
対
象
と
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、国
が
公
的
に
営
業
許
可
を
与
え
る
こ
と
は
、

こ
の
よ
う
な
営
業
を
公
認
し
た
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
営
業
自
体
は
届
出
制
を

と
っ
て
実
態
を
把
握
し
つ
つ
、
他
方
で
強
い
規
制
手

法
を
施
し
て
監
視
し
、
こ
れ
に
違
反
す
る
行
為
に
厳

し
い
制
裁
を
加
え
る
と
い
う
立
法
態
度
を
取
っ
た
た

め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
自
治
体
の
ラ
ブ
ホ
テ
ル
対
策

と
こ
ろ
で
、
自
治
体
の
ラ
ブ
ホ
テ
ル
営
業
規
制
条

例
は
、
い
つ
頃
か
ら
制
定
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

は
っ
き
り
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
昭
和
45
年
、
大
宮
市

（
現
さ
い
た
ま
市
）
が
、
モ
ー
テ
ル
建
設
の
反
対
運

動
に
立
ち
上
が
っ
た
住
民
の
後
押
し
を
受
け
て
、
当

時
、
風
営
法
の
規
制
対
象
外
だ
っ
た
モ
ー
テ
ル
を
自

主
条
例
で
規
制
し
た
の
が
最
初
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
法
改
正
に
よ
り
モ
ー
テ
ル
の
営
業
が
規
制

対
象
と
な
る
２
年
前
で
す
。
そ
の
後
、東
京
、名
古
屋
、

大
阪
の
大
都
市
に
隣
接
す
る
自
治
体
に
お
い
て
、
こ

の
種
の
条
例
の
制
定
が
相
次
ぎ
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。（

4
（

（
３
）
平
成
22
年
改
正
政
令

風
営
法
の
対
象
と
な
る
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
営
業
に
つ

い
て
、
昭
和
59
年
以
来
26
年
ぶ
り
と
な
る
大
き
な
改

正
が
さ
れ
ま
し
た
。
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
平
成
22
年
政
令
１
６
８
号
。
以
下
「
平

成
22
年
改
正
政
令
」
と
い
う
。）
に
よ
り
、
対
象
と

な
る
ラ
ブ
ホ
テ
ル
営
業
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
の
で

す
。（

5
（

な
ぜ
法
で
は
な
く
、
政
令
改
正
に
よ
り
風
営
法

の
規
制
対
象
ホ
テ
ル
が
拡
大
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、

規
制
対
象
と
な
る
と
具
体
的
な
施
設
要
件
並
び
に
当

該
個
室
の
構
造
要
件
及
び
設
備
要
件
が
全
て
政
令
に

委
任
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
22
年
改
正
政
令
の
内
容
を
知
る

こ
と
は
、自
治
体
が
ラ
ブ
ホ
テ
ル
営
業
の
規
制
の
際
、

風
営
法
と
の
抵
触
関
係
を
検
討
す
る
う
え
で
、
重
要

な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
、
施
設
要

件
と
し
て
追
加
さ
れ
た
も
の
に
、
①
休
憩
料
金
等
の

表
示
の
あ
る
施
設
（
令
３
条
１
項
２
号
ロ
）、
②
玄

関
等
の
遮
へ
い
措
置
が
あ
る
施
設
（
令
３
条
１
項
２

号
ハ
）、
③
フ
ロ
ン
ト
等
の
遮
へ
い
措
置
が
あ
る
施

設
（
令
３
条
１
項
２
号
ニ
）、
④
客
が
従
業
者
と
面
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施
設
（
同
号
ニ
）、
客
が
従
業
者
と
面
接
し
な
い
で

そ
の
利
用
す
る
個
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

（
同
号
ホ
）
で
す
。

ま
た
、
政
令
で
定
め
る
構
造
と
は
、
自
動
車
の
車

庫
及
び
２
以
上
の
側
壁
を
有
す
る
も
の
（
令
３
条
２

項
１
号
）、
車
庫
が
客
室
に
近
接
し
て
設
け
ら
れ
当

該
車
庫
か
ら
出
入
り
が
で
き
る
構
造
（
同
項
２
号
）、

又
は
個
室
が
車
庫
と
個
室
が
接
続
す
る
廊
下
階
段
等

に
出
入
り
口
を
有
す
る
構
造
（
同
項
３
号
）
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
構
造
要
件
は
、
宿
泊
施
設
の
み
を
対

象
と
し
た
要
件
で
す
（
令
３
条
２
項
）。

次
に
政
令
で
定
め
る
設
備
に
つ
い
て
で
す
。
レ
ン

タ
ル
ル
ー
ム
等
の
施
設（
令
３
条
１
項
１
号
）に
あ
っ

て
は
、
①
回
転
ベ
ッ
ド
、
特
定
用
途
鏡
そ
の
他
専
ら

異
性
を
同
伴
す
る
客
の
性
的
好
奇
心
に
応
ず
る
た
め

に
設
け
た
れ
た
設
備
（
令
３
条
３
項
１
号
イ
）、
②

ア
ダ
ル
ト
グ
ッ
ズ
の
自
動
販
売
機
な
ど
の
施
設
（
同

号
ロ
）
又
は
③
長
い
す
そ
の
他
の
施
設
で
専
ら
異
性

を
同
伴
す
る
客
の
休
憩
用
に
供
す
る
設
備（
同
号
ハ
）

が
政
令
で
定
め
る
設
備
要
件
に
当
た
り
ま
す
。他
方
、

宿
泊
施
設
（
令
３
条
１
項
２
号
）
に
つ
い
て
は
、
施

設
要
件
が
令
３
条
１
項
２
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、回
転
ベ
ッ
ド
、

特
定
用
途
鏡
そ
の
他
専
ら
異
性
を
同
伴
す
る
客
の
性

的
好
奇
心
に
応
ず
る
た
め
に
設
け
た
れ
た
設
備
（
令

３
条
３
項
１
号
イ
）、
ア
ダ
ル
ト
グ
ッ
ズ
の
自
動
販

売
機
な
ど
の
設
備
（
同
号
ロ
）
が
政
令
で
定
め
る
設

が
一
定
の
数
値
に
達
し
な
い
施
設
（
令
３
条
１
項
２

号
イ
）、
休
憩
料
金
等
の
表
示
の
あ
る
施
設
（
同
号

ロ
）、
玄
関
等
の
遮
へ
い
措
置
が
あ
る
施
設
（
同
号

ハ
）、
又
は
フ
ロ
ン
ト
等
の
遮
へ
い
措
置
が
あ
る
施

設
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
状
態
に
あ
る

備
要
件
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
施
設
要
件
が

令
３
条
１
項
２
号
二
又
は
ホ
に
該
当
す
る
施
設
に
つ

い
て
は
、
客
が
従
業
者
と
面
接
し
な
い
で
料
金
を
支

払
う
設
備
（
令
３
条
３
項
２
号
ロ
）
が
政
令
で
定
め

る
設
備
要
件
に
当
た
り
ま
す
。

以
上
の
政
令
に
定
め
る
施
設
並
び
に
構
造
又
は
設

備
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
風
営
法
の
規
制
対
象
と
な

る
ホ
テ
ル
営
業
が
決
ま
り
ま
す（
図
11-

２
、11-

３
、

11-

４
）。

（
５
）
風
営
法
の
具
体
的
規
制
手
法

現
行
風
営
法
の
規
制
対
象
は
、
風
俗
営
業
（
法
２

条
１
項
）
と
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
（
法
２
条
５
項
）

で
す
。
風
俗
営
業
と
は
、
接
待
を
し
て
飲
食
さ
せ
る

業
態
と
パ
チ
ン
コ
等
の
遊
技
機
で
遊
技
を
さ
せ
る
業

態
と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
に

は
、
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
、
無
店
舗
型
性
風
俗

特
殊
営
業
、
映
像
送
信
型
風
俗
特
殊
営
業
、
店
舗
型

電
話
異
性
紹
介
営
業
、
無
店
舗
型
異
性
紹
介
営
業
と

な
っ
て
い
ま
す
（
法
２
条
５
項
）。
前
記
の
と
お
り

風
俗
営
業
は
許
可
制
で
、
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
は

届
出
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ブ
ホ
テ
ル
営
業
は
、
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業

（
法
２
条
６
項
４
号
）
に
当
た
り
、
そ
の
営
業
に
際

し
て
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
営
業
に
は
、
強

力
な
立
地
規
制
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
学
校
な
ど
の

建
物
か
ら
一
定
の
区
域
内
で
の
営
業
は
禁
止
さ
れ
ま

す
（
法
28
条
１
項
）。
こ
の
規
制
の
区
域
は
、
官
公

図11-1：風営法規制営業
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れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

禁
止
区
域
で
の
営
業
を
し
た
場
合
に
は
、
２
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
２
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
法
49
条
５
、６
号
）。
ま
た
、
重
大
な
不
正
行
為
等

庁
施
設
、
学
校
、
図
書
館
、
児
童
福
祉
施
設
及
び
都

道
府
県
条
例
で
定
め
る
施
設
の
敷
地
の
周
囲
２
０
０

メ
ー
ト
ル
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
都
道
府
県
の
委

任
条
例
で
定
め
る
施
設
と
し
て
は
、
病
院
、
診
療
所
、

公
民
館
、
都
市
公
園
な
ど
が
定
め
ら
れ
る
の
が
一
般

的
で
す
。
さ
ら
に
、
都
道
府
県
の
委
任
条
例
で
禁
止

さ
れ
る
地
域
で
も
営
業
は
で
き
ま
せ
ん
（
法
28
条
２

項
）。
同
項
に
よ
る
規
制
地
域
に
つ
い
て
は
、
モ
ー

テ
ル
の
営
業
が
都
道
府
県
の
全
区
域
で
禁
止
さ
れ
、

そ
の
他
の
構
造
の
も
の
は
商
業
地
域
以
外
で
禁
止
さ

図11-2：規制対象となるレンタルルーム営業

（注）施設要件①設備要件①②③については、平成22年改正政令による変更はない。

         

図11-3：規制対象となるモーテル営業

（注）施設要件①、構造要件①②③は、平成22年政令改正前からある要件で、施設要件❷❸❹❺
は、平成22年改正政令により新たに加えられた要件

         

図11-4：規制たしようとなるラブホテル営業

（注）施設要件①、設備要件①②は、平成22年政令改正前からある要件で、施設要件❷❸❹❺及
び設備要件❸は、平成22年改正政令により新たに加えられた要件
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に
対
し
て
公
安
委
員
会
は
営
業
停
止
等
の
命
令
を
す

る
こ
と
が
で
き
（
法
30
）、
同
命
令
に
反
し
た
場
合

に
は
、右
と
同
様
の
刑
罰
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す（
法

49
条
４
号
）。

ラ
ブ
ホ
テ
ル
営
業
を
規
制
す
る 

自
主
条
例
の
今
後

平
成
22
年
改
正
政
令
に
よ
り
風
営
法
の
規
制
対
象

と
な
る
ラ
ブ
ホ
テ
ル
営
業
の
範
囲
が
広
が
り
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
営
業
規
制
条
例
を

有
す
る
自
治
体
は
、
平
成
22
年
改
正
政
令
を
踏
ま
え

た
規
制
対
象
の
見
直
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
平
成
22
年
改
正
政
令
に
よ
る
規
制
で
も
十

分
で
は
な
い
場
合
に
は
、
風
営
法
に
よ
っ
て
立
地
規

制
等
の
権
限
を
有
す
る
都
道
府
県
警
察
本
部
と
協
議

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
都
道
府
県
の
風
営
法
の
委

任
条
例
で
対
応
で
き
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
法
規
制
対

象
外
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
対
応
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
後
者
の
場
合
に
は
、
そ
の
規
制
の
必
要

性
が
存
す
る
市
町
村
に
お
い
て
独
自
の
規
制
が
求
め

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
（
図
11-

５
）。

独
自
の
対
応
が
必
要
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
都
道

府
県
警
察
本
部
と
の
協
議
の
場
を
設
定
し
、
条
例
の

制
定
及
び
執
行
に
つ
い
て
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。（

6
（

罰
則
付
き
の
条
例
は
制
定
し
た
も
の
の
、

都
道
府
県
警
察
本
部
に
よ
る
協
力
が
得
ら
れ
な
い
場

合
、
市
町
村
だ
け
で
十
分
な
実
効
性
を
確
保
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
。

ラ
ブ
ホ
テ
ル
営
業
規
制
条
例
の
立
案
に
限
ら
ず
、

罰
則
付
き
条
例
を
制
定
す
る
場
合
、
実
務
上
は
地
方

検
察
庁
の
担
当
検
事
と
協
議
を
行
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
対
応
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
又
は
、
法
的
問
題
点
を

指
摘
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
地
検
と
協
議
を
行
わ
な

い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
地
検
と
の
協

議
が
整
っ
た
罰
則
で
あ
れ
ば
、
警
察
、
検
察
も
告
訴

告
発
に
必
ず
対
応
し
て
も
ら
え
る
は
ず
で
す
。
特
に

地
検
と
の
協
議
を
欠
け
ば
「
条
例
に
不
備
が
あ
る
」

と
し
て
、
条
例
違
反
の
行
為
が
生
じ
た
場
合
に
告
訴

告
発
を
受
理
し
て
も
ら
え
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
地
検
の
担
当
検
事
と
の
協
議
は
、
罰
則
の
構
成

要
件
の
明
確
性
や
他
の
刑
罰
と
の
均
衡
だ
け
で
は
な

く
、
条
例
の
合
憲
性
、
関
係
法
律
と
の
抵
触
関
係
に

つ
い
て
も
協
議
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
市
町
村
に

と
っ
て
は
、
条
例
案
の
適
法
性
に
つ
い
て
外
部
の
法

律
実
務
家
と
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
た
と
な
い

機
会
で
す
。
協
議
に
お
い
て
、
条
例
案
の
問
題
点
が

提
示
さ
れ
て
も
粘
り
強
く
協
議
を
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
地
検
で
の
協
議
内
容
に
納
得
が
い
か
な
け

れ
ば
、
法
務
省
本
省
刑
事
局
へ
地
検
か
ら
照
会
し
て

も
ら
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。（

7
（

罰
則
付
き
の
条
例

の
立
案
に
お
い
て
は
、
是
非
地
検
と
の
協
議
を
活
用

す
べ
き
で
し
ょ
う
。
な
お
、
県
警
と
地
検
と
の
協
議

の
順
序
で
す
が
、
一
旦
地
検
協
議
の
整
っ
た
条
例
案
を

変
更
す
る
こ
と
は
事
実
上
、
困
難
で
す
か
ら
、
ま
ず

は
、県
警
本
部
と
協
議
を
行
う
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

16

図11-5：風営法によるラブホテル営業規制と自主条例による規制
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同
６
号
74-

90
頁
、
松
永
邦
男
「
ラ
ブ
ホ
テ
ル
規
制
条

例
」
園
部
逸
夫
編
『
実
務
地
方
自
治
法
講
座
（
２
）

条
例
と
規
則
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
１
９
９
０
）
２
４
８

-

２
５
４
頁
、
阿
部
泰
隆
「
ラ
ブ
ホ
テ
ル
撃
退
策
」

同
『
や
わ
ら
か
頭
の
法
戦
略
―
続
・
政
策
法
学
講
座
』

（
第
一
法
規
、
２
０
０
６
）
２
５
５-

２
６
７
頁
、
北

村
和
生
「
ラ
ブ
ホ
テ
ル
等
の
近
隣
迷
惑
施
設
を
め
ぐ

る
諸
問
題
」
芝
池
義
一
ほ
か
編
『
ま
ち
づ
く
り
・
環

境
行
政
の
法
的
課
題
』（
日
本
評
論
社
、
２
０
０
７
）

２
４
６-

２
６
０
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
５
）平
成
22
年
改
正
政
令
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

石
川
光
泰
「『
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正

化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
』
等
に
つ
い
て
」
警
察
学
論
集
63
巻
10
号

（
２
０
１
１
）
25-

63
頁
参
照

（
６
）
県
警
と
の
政
策
協
力
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
政
策
法

務
と
警
察
」
地
方
自
治
職
員
研
修
６
３
８
号

（
２
０
１
２
）
33-

34
頁
参
照

（
７
）
罰
則
付
の
暴
力
団
排
除
条
例
は
、
法
務
省
刑
事
局

が
実
質
的
な
協
議
先
と
な
っ
て
い
る
。

（
１
）
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
規
制
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
飛
田

清
弘
＝
柏
原
伸
行
『
条
解
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び

業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
』（
立
花
書
房
、

１
９
８
６
）
１
２
２
頁
以
下
参
照

（
２
）
モ
ー
テ
ル
営
業
施
設
を
定
め
る
総
理
府
令
（
昭
和

47
年
総
理
府
令
第
53
号
）

（
３
）
例
え
ば
、
愛
知
県
の
「
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び

業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
」（
昭
和

59
年
県
条
例
第
36
号
）
12
条
は
、
法
２
条
６
項
４
号

に
係
る
営
業
の
う
ち
、
モ
ー
テ
ル
構
造
の
も
の
に
つ

い
て
は
県
の
全
域
で
禁
止
し
、
こ
の
構
造
以
外
の
ラ

ブ
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
も
、
商
業
地
域
及
び
名
古
屋
市

の
一
部
を
除
き
禁
止
し
て
い
る
。

（
４
）
自
治
体
の
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
規
制
対
策
に
つ
い
て
論

じ
た
も
の
と
し
て
、
河
合
代
悟
「
モ
ー
テ
ル
規
制
条

例
の
問
題
点
」
地
方
自
治
２
９
３
号
（
１
９
７
２
）

10-

18
頁
、
匿
名
「
ラ
ブ
ホ
テ
ル
・
モ
ー
テ
ル
規
制
条

例
の
問
題
点
」
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
20
巻
10
号

（
１
９
８
１
）
20-

22
頁
、
広
岡
隆
「
旅
館
建
築
規
制

条
例
に
つ
い
て
の
所
感
」
法
と
政
治
33
巻
３
号

（
１
９
８
２
）
47-

72
頁
、
真
砂
泰
輔=

南
川
諦
弘=

平

岡
久
「
旅
館
建
築
等
規
制
条
例
に
つ
い
て
―
堺
市
ラ

ブ
ホ
テ
ル
規
制
調
査
研
究
報
告
書
―
」
法
と
政
治
34

巻
２
号
（
１
９
８
３
）
２
２
９-

３
０
１
頁
、
南
川

諦
弘
「
ラ
ブ
ホ
テ
ル
規
制
条
例
と
新
風
営
法
（
１
）

（
２
）」
自
治
研
究
62
巻
５
号
（
１
９
８
６
）
51-

61
頁
、


